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アンケートのお願い
同封のアンケートはがきで、ご意見・ご感想
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＊1	 ガスコージェネレーションシステム：ガスで
発電すると同時に、排熱を給湯や空調、蒸気
などの形で有効に利用するシステム。

用語解説

2012年12月期の業績の振り返りをお願
いします。

2012年12月期は増収増益の決算でした。家
庭での給湯・暖房や、業務用での空調向けの販
売が好調であったことに加え、工業用では新規
のお客さまの獲得も進みました。しかしながら、
景気影響などにより工業用の既存のお客さまへ
の販売量が減少したことなどから、総販売量は
若干のマイナスとなりました。

新たなエネルギー政策が議論され、天然ガ
スへの評価や期待がさらに高まっていま
す。その中での静岡ガスの取り組みを教え
てください。

エネルギーセキュリティや省エネルギーへの
社会のニーズが高まる中で、地域のエネルギー
安定供給に向けて、当社グループが果たすべき

地域の信頼とともに、新しい     時代に挑戦する

代表取締役社長

戸
と の や

野谷 宏
ひろし
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＊2	 分散型電源：電力供給形態のひとつ。需要地近くに小規模な発電装置を設置し、電力供給を行う。送電ロス
が少なく、災害時などの非常用電源としての役割に期待できる。具体的にはコジェネや燃料電池、太陽光発
電など。

＊3	 エネリア：静岡ガスが展開する地域密着営業の核であり、お客さま窓口となるサービス店の総称。

地域の信頼とともに、新しい     時代に挑戦する
役割と責任はますます高まっていると感じてい
ます。こうしたニーズの高まりに確実にお応えす
るとともに、新たなエネルギーのあり方を見据え
た取り組みを推進していく必要があると考えて
います。

中でも、静岡県が富士地域で進める「地域電
源創出プロジェクト」（詳細は、SHIZGAS TIMES 
5ページにて）は、効率的で安定的な電力供給シ
ステムの構築に向けた取り組みとして、地域の
皆さまから大きな期待が寄せられています。富
士地域には大規模な製紙工場や化学工場が多
く立地しており、多くの熱と電力が消費されてい
ます。このような大規模工場に大型ガスコージェ
ネレーションシステム＊1（以下、コジェネ）を導入
し、自社内で消費しきれない電力を地域に配給
して利用しようというものです。この地域特性を
活かした地産地消の電力システム構築の取り組
みは、具体化に向けた検討が進められています。

エネルギーの安定供給と分散型電源＊2による
エネルギーシステムの方向性を示す新たな取り
組みとして、当社グループは「地域電源創出プロ
ジェクト」の実現に向けて積極的に役割を果たし
ていきます。従来からのエネルギーを安定供給
するという役目を全うするだけでなく、今後は、
こうした新たなエネルギーのあり方を追求・提
案し続けることが重要になると考えています。

今後の事業戦略、すなわちガス販売拡大に
向けた取り組みについて教えてください。

家庭用分野では「エネリア＊3」を核とした地域
密着型の営業によりお客さまとの関係をより深
化させる取り組みに力を入れてきました。これ
により、いままで減少傾向にあったお客さま数
が6年ぶりに増加に転じました。今後の成長に向
けた顧客基盤の確保ができつつあると捉えて

T O P I N T E R V I E W

2

010_0257801302503.indd   2 2013/03/11   14:11:58



＊4	 エネファーム：家庭用燃料電池の愛称。都市ガスから取り出した水素と空気中の酸素を化学反応させ、電気
と熱を生成するガス機器。

＊5	 電力のピークカット：節電にはピーク時の電力需要の抑制が肝要。電力需要は、季節や時間帯によって大きく
変動し、真夏の昼間にピークとなる。ガス空調は、電力ピーク緩和の有効策のひとつ。

（詳細は、SHIZGAS TIMES 6ページにて）

用語解説

います。
これからは、既築住宅への家庭用燃料電池「エ

ネファーム＊4」の販売など、お客さまの暮らしをよ
り快適で豊かにする提案により、お客さまとの関
係をより深化させるとともに、リフォーム事業の
拡大に取り組んでいきます。また、普及率の低い
地域では、ガス導管の整備や営業体制の強化を
進め、中長期的なお客さま数増加に向けた施策
を進めてまいります。

業務用分野では、節電や電力のピークカット＊5

に貢献するガス空調や快適な厨房環境を提供す
るガス機器のさらなる普及を図り、当社グルー
プのシェア拡大に努めます。工業用分野では、先
ほど述べた「地域電源創出プロジェクト」をはじ
めコジェネによる分散型電源の普及に向けた取
り組みを進めます。

業務用・工業用分野でのお客さまの業種業態
は様々で、それぞれエネルギーの使い方も大き
く異なります。お客さま個々のニーズ、使い方に
あった提案ができるかどうかが重要になりま
す。それら個々のニーズをしっかりと掴んだ上
で、戦略的に取り組みを進めていきたいと考え

ています。
卸売りや広域販売では、静岡市・浜松市間を

結ぶ高圧パイプライン「静
しずはまかんせん

浜幹線」は工期を1年
延長し、2014年年初の運用開始を目指して建
設中です。完成後は浜松市などにガスを供給す
る中部ガスへ卸売りを行います。また、浜松市に
至る「静浜幹線」沿線地域には工業用のお客さ
まがたくさんいらっしゃいます。これら新規のお
客さまの獲得を目指します。

ガス導管が未普及の地区のお客さまへは
ローリーによるLNG＊6販売などより広域での天
然ガスの普及を推進してまいります。

これらによりガス販売量は2015年まで3年間
で年平均7.0%の増加を計画しています。

その販売を支えるLNG調達の考えについ
て教えてください。

長期的視野に立った安定的なLNG調達体制
を整えつつ、既存契約の価格低下に向けた交渉
に加え、シェールガスなどの非在来型天然ガス＊7

など、調達先の多様化とあわせて従来の価格体

トップインタビュー
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＊6	 LNG：液化天然ガス（Liquefied Natural Gas）の略称。気体の天然ガスをマイナス162℃以下に冷却して
液体にしたもの。

＊7	 非在来型天然ガス：通常の油田・ガス田以外から生産される天然ガス。シェールガスも非在来型天然ガスの
一種。

系にとらわれない条件での調達の可能性を探っ
ていきます。

生産供給体制や災害対策についてもお聞
かせください。

清水港のLNG受入ターミナルの安定的な操
業と広域供給を支える基幹インフラの確実な運
用を進めていきます。災害対策として、電気設備
の防水対策や耐震性に優れたガス導管への入
れ替えを促進するとともに、国際石油開発帝石

（INPEX）、東京ガスとのパイプライン連携によ
る緊急時のガスの相互融通体制を通じて、万一
の場合でもガスの供給を維持できる体制の整備
を進めています。また、今後静岡県から発表され
る新たな地震被害想定を踏まえ、さらに対策を
強化していきます。

最後に株主の皆さまへのメッセージをお
願いします。

当社はこれからの時代を担い、地域の皆さま
から信頼されるエネルギー事業者であるため
に、環境変化に対応できる人材の育成、事業の
多様化を図るとともに、時代の変化を先取りした
挑戦を続けてまいります。

株主の皆さまにおかれましては、引き続き変わ
らぬご支援を賜りますよう、心よりお願い申しあ
げます。

T O P I N T E R V I E W
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当期純利益� （単位：億円）

2012年のガス販売量（個別）は商業用、産業用の新規物件の開拓や空調需要の増量などがありましたが、夏期の
節電需要に備えた工場の高稼動があった昨年の反動などから前年比98.8%の13億93百万m3となりました。一方、
売上高は、ガス販売量が減少したものの、原料費調整制度によるガス販売単価の上方調整などにより増加しました。

2014年には静浜幹線が開通し、卸販売の増加を見込んでいます。

2012年は売上高の増加が原料価格上昇などによる売上原価の増加を上回ったことなどから増益となりました。
2013年は円高修正に伴う原料価格の上昇や原料費調整制度のタイムラグ（原料価格の変動を販売価格に反映さ

せるまでの時間差）の影響などから、減益となる見通しです。
なお、原油価格（JCC：全日本入着原油平均価格）は115ドル/バレル、為替レートは90円/ドルの前提としています。

連結決算ハイライト F I N A N C I A L H I G H L I G H T
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2012年の総資産は、既存設備の減価償却が進む一方で、静浜幹線関連への投資を行ったことやたな卸資産の増
加などから増加しました。

2012年の有利子負債は、既往の長期借入金の返済が進んだことなどから、前期末に比べ38億円減少の357億円
となりました。

したがって、自己資本比率は、利益蓄積による純資産の増加もあり上昇しました。

営業CFは、減価償却前利益が184億円となり、仕入債務が増加す
る一方で、たな卸資産の増加や法人税等の支払いによる支出があっ
たことなどから176億円の収入となりました。

投資CFは、静浜幹線建設工事をはじめとする投資を行ったことな
どから121億円の支出となりました。

財務CFは、借入金の返済が進んだことや配当金の支払いによる
支出があったことなどから55億円の支出となりました。

詳しい情報は
静岡ガスのIRページヘ

検 索

C
F I N A N C I A L H I G H L I G H T

O N S O L I D A T E D
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当社に高い関心を持っていただ
き、ありがとうございます。当社の

ホームページをご覧いただくのが一番で
す。 「IR情報」のページには株主さま・投資
家さま向けの情報をまとめて掲載しており
ます。なかでも当社の特長や強みなどをま
とめた「よくわかる!静岡ガス」は多くの皆さ
まからご好評をいただいております。昨年末
に最近の動向を踏まえ内容をアップデート
いたしましたので、是非ご覧ください。
「IR情報」のページ以外には、最新ガス機

器や料理教室のご案内、当社が発信した
ニュースリリースなど
も掲載しております。

これからも静岡ガ
スの様々な情報の
発信に努めて
まいります。

アンケート回答者さまプロフィール

今回の報告書の中で関心を持たれた内容は
どれでしょうか？（複数回答）

今後、掲載を希望される情報を
お聞かせください。（複数回答）

経営戦略
事業内容・業績

安全対策・地震対策
暮らしの提案

トップインタビュー
SHIZGAS TIMES
連結決算ハイライト

株主スクエア

46.1%
38.9%

31.2%
31.0%

53.8%
44.2%
41.3%

30.5%

第165期中間報告書で実施のアンケートにご協力い
ただき、ありがとうございました。
当社では、株主の皆さまからのご意見やご感想を参考
に、より良い紙面づくりに活かしてまいります。

株主として静岡ガスをもっと知りた
いと思っています。「株主の皆さま

へ」以外に、どのような情報発信をしている
のでしょうか?

性 別

30代以下
27.3%
30代以下
27.3%

男性 74.3%男性 74.3%
女性 22.8%女性 22.8%

40代 14.1%40代 14.1%

50代 10.1%50代 10.1%60代 17.5%60代 17.5%

70代以上
26.8%
70代以上
26.8%

無回答 4.2%無回答 4.2%

無回答 2.9%無回答 2.9%

年齢別

報告書についてアンケート結果のご報告 株主Q&A

Q

A

株主スクエア
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●	住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
株主さまの口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社等に口座がないため特別口座を開設されました株主さまは、三井住友信託銀行（ フリーダイヤル：
0120-782-031）にお申出ください。

●	未払配当金の支払について
みずほ信託銀行およびみずほ銀行の本店・全国各支店にてお取扱いいたします。（みずほ証券では、取次ぎのみとなりま
す。）

●	その他のお問い合わせ
コーポレートサービス部 総務担当　☎ 054-284-4153

●	復興特別所得税のご案内
2013年１月１日から2037年12月31日までに生ずる配当金につきましては、その所得税額に2.1％を乗じた額が復興特
別所得税として追加課税されます。

株主名簿管理人をみずほ信託銀行に変更いたします。株
主さまからの株式に関するお手続きの「各種お問い合わ
せ先」並びに「郵便物送付先」は、2013年3月23日より下
のとおり変更となりますので、お知らせいたします。

個人株主様への配当金に対する源泉徴収税率
〜2012年12月31日 2013年1月1日～2013年12月31日 2014年1月1日～2037年12月31日

所得税７％ 所得税７％＋復興特別所得税0.147％＝
7.147％

所得税15％※＋復興特別所得税0.315％＝
15.315％

住民税３％ 住民税３％ 住民税5％※

※2013年12月31日をもって軽減税率の特例が廃止されます。

事 業 年 度 1月1日から12月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年3月下旬

基 準 日
定時株主総会・期末配当
	 毎年12月31日
中間配当	 毎年6月30日

株主名簿管理人
みずほ信託銀行
〒103-8670
東京都中央区八重洲一丁目２番１号

郵 便 物 送 付 先
みずほ信託銀行　証券代行部
〒168-8507
東京都杉並区和泉二丁目８番４号

電 話 照 会 先  0120-288-324（フリーダイヤル）

公 告 の 方 法

電子公告により公告します。
（http://www.shizuokagas.co.jp/）
＊	ただし、事故その他やむを得ない事由に

よって電子公告をすることができない場
合は、日本経済新聞に掲載します。

1単元の株式数 500株

証 券 コ ー ド 9543

●株主メモ

各種お問い合わせ先 みずほ信託銀行 証券代行部
郵便物送付先 〒168-8507

東京都杉並区和泉二丁目8番4号
電　話　 ®0120-288-324
受付時間　平日9時〜17時 
　　　　（土曜日・日曜日・祝祭日を除く）
WEBサイト 
http://www.mizuho-tb.co.jp/daikou/

2013年3月23日以降

【本ご案内は2012年8月時点の情報をもとに作成しております。】

お知らせ

株主さまとのコミュニケーションコーナーです
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会社データ／株式データ
（2012年12月31日現在）

会社概要 株式の状況
会 社 名 静岡瓦斯株式会社
設 立 1910年（明治43年）4月16日
資 本 金 6,279百万円

事 業 所
本　　社	 静岡市駿河区八幡1-5-38
静岡支社	 静岡市駿河区池田28
富士支社	 富士市荒田島町10-52
東部支社	 沼津市岡一色809

取締役および監査役（2013年3月22日現在）

代表取締役会長 岩崎　清悟
代表取締役社長 戸野谷　宏

取 締 役 宮坂　広志
遠藤　正和

杉山　　寛
伊久美　豊

社 外 取 締 役 松浦　康男 山内　静弘
常 勤 監 査 役 羽間　昭夫

社 外 監 査 役 野末　寿一
金井　義邦

稲葉　孝宏

執行役員（2013年3月22日現在）

取 締 役 会 長 岩崎　清悟
取 締 役 社 長 戸野谷　宏
専 務 執 行 役 員 宮坂　広志 杉山　　寛

常 務 執 行 役 員 遠藤　正和
海野　和雄

伊久美　豊

執 行 役 員
片山　栄夫
佐塚　健二
栗田　　誠
勝又　　茂

望月　俊直
増田雄一郎
岸田　裕之

発行可能株式総数 240,000,000株
発行済株式の総数 76,192,950株
株 主 数 2,680名

● 大株主（上位10名）
株主名 持株数（千株） 持株比率（%）

第一生命保険株式会社 4,687 6.40
日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口） 4,109 5.61

東京瓦斯株式会社 4,000 5.46
鈴与商事株式会社 3,491 4.77
三菱商事株式会社 3,203 4.37
日本マスタートラスト信託
銀行株式会社（信託口） 3,165 4.32

みずほ信託銀行株式会社退職給付
信託みずほコーポレート銀行口
再信託受託者資産管理サービス
信託銀行株式会社

2,820 3.85

株式会社静岡銀行 2,682 3.66
鈴与株式会社 2,543 3.47
ＪＦＥエンジニアリング株式会社 2,336 3.19
※ 持株比率は、自己株式を控除して計算しております。

● 所有者別株式分布状況
個人・その他 18.5%

金融機関 36.3%
その他国内法人
33.2%

外国人 11.6%
証券会社 0.4%
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S H I Z G A S     T I M E S

「
打
ち
た
て
、茹
で

た
て
の
本
格
讃
岐
う

ど
ん
」を
セ
ル
フ
形
式

で
提
供
す
る
丸
亀
製

麺
。全
国
に
６
８
０

店
舗
を
超
え
る
す
べ

て
の
店
舗
に
製
麺
機

を
持
ち
込
み
、そ
れ
ぞ

れ
の
店
舗
で
小
麦
粉

か
ら
う
ど
ん
を
打

ち
、熟
成
さ
せ
、調
理

す
る
と
い
う
方
法
で
、

本
格
讃
岐
う
ど
ん
を

提
供
す
る
人
気
店
だ
。

「
で
き
た
て
」に
対
す
る
こ
だ
わ

り
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、節
電
・

省
エ
ネ
へ
の
意
識
も
高
く
、平
成

24
年
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
静

岡
城
北
店
で
も
、多
彩
な
用
途

で
効
率
よ
く
天
然
ガ
ス
を
利
用

し
、環
境
配
慮
型
店
舗
を
実
現

し
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
効
率
利
用
を

可
能
に
す
る

ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

「
茹
で
た
て
の
本
格
讃
岐
う
ど

ん
」の
提
供
に
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の

高
効
率
利
用
が
欠
か
せ
な
い
。

丸
亀
製
麺
静
岡
城
北
店
で

は
、ガ
ス
で「
電
気
」と「
熱
」を

同
時
に
つ
く
り
出
す
こ
と
が
で
き

る
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
以
下
、コ
ジ
ェ
ネ
）を
導
入
。コ

ジ
ェ
ネ
は
、ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
で
発
電

す
る
際
に
出
る「
熱
」も
捨
て
ず

に
有
効
利
用
す
る
こ
と
で
、エ
ネ

ル
ギ
ー
の
約
85
％
を
利
用
す
る

ガスで「発電」、ガスで「節電」

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
が
大
き
く
様
変
わ
り
す
る
中
で
、節
電
・
省
エ
ネ
を
推
進
す
る
気
運
が
一
層
の
高
ま
り
を

見
せ
て
お
り
、環
境
に
や
さ
し
い
天
然
ガ
ス
へ
の
期
待
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。家
庭
で
は
家
庭
用
燃
料
電
池

「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
」が
急
速
に
普
及
し
、ま
た
、私
た
ち
の
暮
ら
し
に
身
近
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
オ

フ
ィ
ス
、学
校
、病
院
、老
人
介
護
施
設
な
ど
で
は
ガ
ス
に
よ
る
発
電
や
空
調
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。

今
回
は
、私
た
ち
の
生
活
に
身
近
な
場
所
で
導
入
さ
れ
て
い
る
節
電
・
省
エ
ネ
に
寄
与
す
る
ガ
ス
機
器
の

導
入
事
例
と
と
も
に
、静
岡
ガ
ス
の
今
後
の
取
り
組
み
も
紹
介
し
な
が
ら
、ガ
ス
の
良
さ
を
解
き
明
か
し
て

い
き
た
い
。

ガスコジェネはエネルギー効率
が高いからロスが少ない

一次
エネルギー

LNGタンク
ガス
コジェネ

ガスコジェネ 火力発電

エネルギー利用率比較

エネルギー
利用率
85%

電気　30
排熱利用　55

利用困難な排熱　15
天然ガス 100

85%

40%

ガスコージェネレーションのエネルギー利用率

丸亀製麺 静岡城北店

㈱
ト
リ
ド
ー
ル
様

●
丸
亀
製
麺 

静
岡
城
北
店

導
入
事
例
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S H I Z G A S     T I M E S

こ
と
が
可
能
で
あ
り
、節
電
と
省

エ
ネ
に
大
き
く
寄
与
す
る
。丸
亀

製
麺
静
岡
城
北
店
で
は
、コ
ジ
ェ

ネ
で
発
生
す
る
熱
を
利
用
し
て

つ
く
っ
た
お
湯
を
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ

（
高
効
率
ガ
ス
給
湯
器
）と
連
係

さ
せ
、給
湯
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
無
駄
な
く
利
用
す
る
シ

ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
。ま
さ

に
お
湯
を
た
く
さ
ん
使
う
店
舗

な
ら
で
は
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

ま
た
、コ
ジ
ェ
ネ
で
発
電
し
た

電
気
は
、店
内
の
照
明
や
コ
ン
セ

ン
ト
用
途
に
利
用
。

コ
ジ
ェ
ネ
の
特
長
を
最
大
限

活
用
す
る
こ
と
で
、店
舗
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
と
C
O

2（
二
酸

化
炭
素
）排
出
量
の
低
減
を
図
っ

て
い
る
。

電
力
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
低
減
を
両
立
す
る 

ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

（
詳
細
は
S

 

H

 

I

 

Z

 

G

 

A

 
S
 

T
I
M
E
S
６
ペ
ー
ジ
に
て
）

ま
た
、丸
亀
製
麺
静
岡
城
北
店

は
、ガ
ス
で
冷
暖
房
を
行
う
ガ
ス

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ（
以
下
、Ｇ
Ｈ
Ｐ
）

も
導
入
。Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
、ガ
ス
エ
ン
ジ

ン
で
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
を
駆
動
し
、

冷
暖
房
を
行
う
空
調
シ
ス
テ
ム
。

電
気
空
調
に
比
べ
、消
費
電
力
は

約
10
分
の
1
と
非
常
に
高
い
節

電
効
果
を
誇
り
、電
力
ピ
ー
ク

カ
ッ
ト
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
低

減
、両
方
に
寄
与
す
る
優
れ
た
空

調
シ
ス
テ
ム
だ
。

ま
た
、暖
房
時
に
は
、ガ
ス
エ
ン

ジ
ン
か
ら
出
る
排
熱
を
利
用
し
て

運
転
す
る
た
め
、冬
場
で
も
す
ば

や
く
立
ち
上
が
り
、ガ
ス
な
ら
で

は
の
良
さ
が
発
揮
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
丸
亀
製
麺
静
岡

城
北
店
で
は
、最
新
型
高
効
率
ガ

ス
機
器
を
導
入
し
、ガ
ス
の
特
長

を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
で
、発

電
、節
電
、省
エ
ネ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
有
効
利
用
し
な
が
ら
、コ
ス
ト

低
減
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

環
境
に
や
さ
し
い
ガ
ス
空
調

ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ラ
ー

（
詳
細
は
S

 

H

 

I

 

Z

 

G

 

A

 
S
 

T
I
M
E
S
６
ペ
ー
ジ
に
て
）

ガ
ス
空
調
は
街
中
で
も
大
活

躍
だ
。

平
成
23
年
10
月
、

静
岡
と
清
水
を
結
ぶ

静
岡
鉄
道
の
始
発

駅
、新
静
岡
駅
に
あ

る
複
合
商
業
ビ
ル

「
新
静
岡
セ
ノ
バ
」は

大
規
模
な
再
開
発
に

よ
っ
て
新
し
く
生
ま

れ
変
わ
っ
た
。従
来
の

約
３
倍
に
あ
た
る
商

業
施
設
面
積
に
、１

５
３
の
店
舗
、８
つ
の

レ
ス
ト
ラ
ン
、フ
ー
ド

コ
ー
ト
、大
小
10
の
映

画
館
、ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
出
店
す
る

大
型
複
合
商
業
ビ
ル
だ
。82
の

シ
ョッ
プ
と
レ
ス
ト
ラ
ン
が
静
岡

県
初
出
店
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、

こ
の
街
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て

の「
新
静
岡
セ
ノ
バ
」へ
の
注
目

度
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

静
鉄
プ
ロ
パ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱
様

●
新
静
岡
セ
ノ
バ

導
入
事
例

新静岡セノバ
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ガスでおしゃれに料理
～「沢樹舞のおいしい時間」が絶賛放映中～

「沢樹 舞（さわき まい）」プロフィール
（株）たべるの 代表。12年間、モデルとして国内外で活躍。現在はワイン・スペ
シャリスト＆文筆家、そして、食をテーマにしたＷＥＢサイト「たべるの」を主宰。ワ
インとおうちごはんを核にしたライフスタイルを発信している。検索

詳しくは静岡ガス
ＷＥＢサイトで公開中

　�モデルとして活躍した沢樹舞さんが、
　季節の食材を、炎の力でおいしく調理。
　センスが光るおしゃれな料理番組をお楽しみください。

S H I Z G A S     T I M E S

多
く
の
お
客
さ
ま
で
賑
わ
う
、

新
静
岡
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
へ

向
か
う
中
央
コ
ン
コ
ー
ス
の
広
い

空
間
を
は
じ
め
、シ
ョッ
プ
、レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
の
空
間
を
快
適
に

保
つ
館
内
空
調
に
は
、温
度
調
節

が
適
切
に
で
き
、快
適
な
空
間
を

提
供
で
き
る
ガ
ス
空
調
を
採
用
。

ガ
ス
空
調
の
中
で
も
、大
空
間
の

空
調
に
最
適
で
、水
と
天
然
ガ
ス

を
利
用
し
た
環
境
に
や
さ
し
い

ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ラ
ー
（
ガ
ス
吸
収

冷
温
水
機
）が
選
ば
れ
た
。

環
境
性
に
優
れ
た
自
然
冷
媒

を
用
い
、環
境
負
荷
の
低
減
も

図
れ
る
う
え
、高
効
率
で
維
持

管
理
費
が
安
く
、安
定
し
た
節

電
、省
エ
ネ
が
見
込
め
る
こ
と
が

導
入
の
決
め
手
と
な
っ
た
と
い

う
。

ガスで「発電」、ガスで「節電」

4

010_0257801302503.indd   12 2013/03/11   14:12:31



S H I Z G A S     T I M E S

工
業
用
で
は
新
た
な
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

静
岡
ガ
ス
が
ガ
ス
を
送
り
届

け
る
地
域
の
中
で
も
、特
に
富

士
・
富
士
宮
地
区
は
、紙
パ
ル

プ
、化
学
、薬
品
、食
品
な
ど
、

製
造
工
程
で
た
く
さ
ん
の
熱
と

電
気
を
消
費
す
る
大
規
模
な
工

地
域
電
源
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

● 政策支援
● 融資
● 中小工場の需要の
 とりまとめ

大工場

中・小工場

コージェネレーションシステムを導入

大工場 大工場

中・小工場 中・小工場

電力会社の送配電網を利用し、余剰電力の融通

● ガス供給
● コージェネ技術支援など

行政、金融機関、団体など

スキーム概要

場
が
多
く
立
地
す
る
。

震
災
を
機
に
電
力
需
給
の
逼

迫
が
社
会
問
題
と
な
り
、抜
本

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直

し
が
検
討
さ
れ
る
中
、静
岡
県

が
中
心
と
な
り
、計
画
停
電
や

電
力
制
限
に
よ
る
産
業
活
動
・

地
域
経
済
へ
の
悪
影
響
を
回

避
・
緩
和
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

地
域
特
性
を
活
か
し
た
電
力
の

地
産
地
消
ス
キ
ー
ム
の
検
討
が

始
ま
っ
た
。こ
れ
が
、「
地
域
電

源
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
あ

る
。こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、熱
を

大
量
消
費
す
る
大
規
模
工
場

に
、大
型
コ
ジ
ェ
ネ
を
導
入
し
、

自
社
内
で
消
費
し
き
れ
な
い
余

剰
電
力
を
地
域
に
配
給
す
る
仕

組
み
の
構
築
を
目
指
す
も
の
で

あ
る
。

実
現
に
は
、余
剰
電
力
を
地

域
に
配
給
で
き
る
大
規
模
工
場

や
、配
給
さ
れ
た
電
力
を
購
入

す
る
中
小
規
模
の
地
域
事
業
者

の
確
保
、双
方
の
経
済
性
の
確

立
や
、流
通
網
の
構
築
な
ど
課

題
が
あ
る
。

昨
今
、お
客
さ
ま
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
あ
り
方
に
対
す
る
考
え

方
が
変
わ
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
や
省
エ
ネ
の
ニ
ー
ズ

の
高
ま
り
か
ら
、天
然
ガ
ス
に
対

す
る
期
待
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
。今
後
も
、静
岡
ガ
ス
は
、①

電
気
を
つ
く
り
出
す「
発
電
」、

電
気
の
使
用
量
を
減
ら
す「
節

電
」に
重
点
を
置
い
た
営
業
を

推
進
し
、お
客
さ
ま
の
期
待
に

応
え
て
い
く
と
と
も
に
、②
従
来

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安
定
供
給
す

る
と
い
う
役
目
を
全
う
す
る
だ

け
で
な
く
、③
次
代
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
の
あ
り
方
を
追
求
・

提
案
し
、新
た
な
挑
戦
を
続
け

て
い
く
。

5
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666

S H I Z G A S  T I M E S ガスで「発電」、ガスで「節電」

ガス空調ってなに？
ガスを使い排熱や気化熱で冷暖房を行う空調システムで、 

GHP（ガスヒートポンプ）やナチュラルチラー（ガス吸収冷温水機）などがある。
会議室や教室などの個別空調にはGHPが、

ホールや講堂などの大空間の空調にはナチュラルチラーが最適。

● GHP（ガスヒートポンプ）
電気空調と冷暖房の仕組みは同じ。違いは、電気空
調が電気モーターでコンプレッサーを駆動するのに
対し、GHPはガスエンジンで駆動。

● ナチュラルチラー（ガス吸収冷温水機）
気化熱を利用し、冷房を行う空調システム。気化熱
とは液体が気化（蒸発）する際に周囲から奪う熱量の
こと。夏の打ち水の作用と同じ原理。

①	水が蒸発して熱を奪う（真空状態なので水は５℃前後で蒸発）
②	吸収液が①の水蒸気を吸収
③	②で水蒸気を吸収した吸収液をガスで煮詰めて、吸収した水を蒸発
させる

④	水蒸気を冷やして水にする
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※グラフはイメージです。電力使用量は、空調電力と一般電力（照明等）の合計です。

電
力
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量
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仕組み
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電気ではなくガスを使うため、
電力使用量を大幅に削減できる。
そのため、夏場・冬場の電力使用の
ピークカットに大きく貢献。
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